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プラチナと 
共に空へ  

 

 
ネットゼロへの転換を図る 

航空業界、プラチナベースの

技術導入で新たな時代へ  
 
 

 
 
世界初のジェット旅客機が就航したのは70年前、

ロンドンと南アフリカのヨハネスブルグ間で、そ

の後ジェット機時代の幕が開き、人々の旅行時間

は大きく短縮した。 

南アフリカはまた偶然にも、世界のプラチナ埋

蔵量の80％以上があるとされるPGM鉱山産業の

中心地だ。今、航空業界は再び燃料変革に向け

て、優れた触媒特質を持つプラチナに注目して

いる。 

英国政府が支援する ZeroAvia は、ゼロエミッシ

ョン航空のパイオニアで、固体高分子形燃料電

池をパワートレインの一部とする 航空機の開発

と試験を行っている。プラチナが触媒となる固

体高分子形燃料電池は水素を燃料として発電

し、排出するのは炭素ではなく水のみ。コンパ

クトにモジュール化した燃料電池スタックを複

数搭載することで、簡単に容量が変えられ、航

空機を動かすだけの出力と、航続距離と有効荷

重も十分なシステム構築が実現できる。 

燃料電池による電動航空機の実現に向けた大きな

ステップとして、 ZeroAvia はスウェーデンの

PowerCell社製の燃料電池を採用した燃料電池ス

タックを航空業界に提供する初めての契約を結ん

だ。 

この契約では PowerCell は ZeroAvia に2024年に 
5000 個の燃料電池を供給する。 

そのほかにも、英easyJet 社は業界の垣根を超

えて、クランフィールド・エアロスペース・

ソリューションズ、エアバス、ロールス・ロ

イス、 Wright Electric各社と協力し、航空業界

の脱炭素化に向けてゼロエミッション航空機

の開発を進めている。 

クランフィールド・エアロスペース・ソリュー

ションズは9人乗りのプロペラ機、ブリテン・ノ

ーマン・アイランダーに燃料電池推進システム

を搭載する計画を進めており、2023年までに飛

行させる予定だ。easyJet 社との提携で、航空業

界がゼロカーボン技術を採用するにあたり、航

空機操縦とどのような統合が可能かを探る。 
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固体高分子膜技術はゼロエミッションの航空機

に利用されるだけでなく、グリーン水素を含む

持続可能な航空燃料 (SAF)の開発にも使われて

いる。今年はじめ、エアバス社は持続可能な航

空燃料のみを使ってエアバス A380 の飛行に成

功し、将来の空の旅がさらに持続可能なものと

なる道標を示した。  

プラチナ需要への影響 
航空業界が取り組む固体高分子膜技術の開発

は、プラチナの需要に大きな影響を及ぼす。

この技術を利用して確立されるエコシステム

とインフラによって、より広範な分野で固体

高分子膜技術を利用することが可能になるか

らだ。 

 

特に燃料電池自動車市場への影響は大きい。  

燃料電池自動車の普及が進めば、早ければ  

2033年までに、現在の自動車のプラチナ需要  

と同じ水準の需要を生み出し、11年間にプラ  

チナ需要は93.3トン（300万オンス）増える   

ことになる。 

世界各国でクリーンエネルギーへの転換が進む

中で、水素燃料セクターのPGM需要は、来年初

めて3.11トン（10万オンス）を超えると予想さ

れている。 
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